
2021年4月1日

看護師養成所２年課程（通信制）の入学要件見直しについて

医道審議会保健師助産師看護師分科会

令和６年３月８日 資料１



2021年4月1日

1. これまでの主なご意見と論点

2. 論点１：入学前の就業経験について

3. 論点２：入学後の教育の質の担保について

4. 論点に係る調査等のまとめと対応案

5. 参考



１ これまでの主なご意見

（令和４年11月28日医道審議会保健師助産師看護師分科会）
○ 学生の能力を就業経験年数（10年以上と７年以上）で比較するということは困難。さらに５年に短縮してもよい
かという判断できる資料がない。→論点１

○ 就業経験年数をさらに短縮する場合は、業務経験年数と業務内容を詳細に確認する必要がある。年間1,800時間相
当などの時間換算への修正など。→論点1

○ ２年課程（通信制）に入学するために最低限必要な経験を示し、それに満たない場合は必要な年数を経験して受
験するのはどうか。→論点１

○ 准看護師としての経験を積んだ場が異なれば、入学要件を厳格化しても経験の差は埋まらないのではないか。
そうであれば、全日制・定時制と同様の臨地実習が必要ではないか。→論点２

○ 実習の充実が必要。従来型の実習ではなく、シミュレーションを活用する等の対応により、就業経験年数を短縮
したとしても看護の質の低下につながらないような教育体制を検討してほしい。→論点２

（令和５年３月10日医道審議会保健師助産師看護師分科会）
○ 短縮した場合のデメリットに関して大丈夫だという根拠、エビデンスになるよう指標が必要。→論点１、論点２

○ これまで入学してきた方達の背景を洗い出すという作業をお願いしたい。→論点１

論点１ 入学前の就業経験について

論点２ 入学後の教育の質の担保について
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２ 論点１：入学前の就業経験について
１）入学時の年齢と教育背景

○入学時の年齢は40代が約5割と最も多く、教育背景は高等学校卒業が約7割と最も多い。
○通信制を選んだ理由は「働きながら学ぶことができるから」が5割以上で最も多い。

入学時の年齢
（人）

（人）

n=3,205

n=3,205

出典：令和3年度 厚生労働省 看護職員確保対策特別事業 看護師等養成所の臨地実習実施に向けた取組等の実態把握調査

および看護師養成２年課程（通信制）における学生調査報告書 2022（令和4）年3月 一般社団法人日本看護学校協議会

教育背景

通信制を選んだ理由

出典：令和3年度 厚生労働行政推進調査事業費補助金地域医療基盤推進事業「看護師養成所２年課程（通信制）の

入学要件等の見直しによる影響の評価（研究代表者 奥裕美 聖路加国際大学 教授）

n=956

（人）

55.6％

13.6％

11.3％

4.6％

2.4％

1.3％

2.2％

3.8％

0.5％

4.7％
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２ 論点１：入学前の就業経験について
２）入学以前の実務経験年数と就労施設の種類

○入学以前の准看護師としての実務経験年数10年以上の者が約6割である。
○最長期就労施設は、病院・診療所が8割を占めている。

入学以前に最長期就労した施設の種類実務経験年数

（人）

（人）

n=2,641

n=1,287

出典：令和3年度 厚生労働省 看護職員確保対策特別事業 看護師等養成所の臨地実習実施に向けた取組等の実態把握調査および看護師養成２年課程（通信制）における学生調査報告書 2022（令和4）年3月 一般社団法人日本看護学校協議会

56.9％ 83.2％
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調査方法：准看護師の実技能力に関するヒアリング調査
対 象 者 ：新卒准看護師を採用している病院の看護管理者
対象病院：１３施設

調査結果：
実技能力の習得と業務経験年数に関する意見
言われたことをやるという意味では、入職後すぐ習得できる。
半年程度で習得でき、1年経つと自立して看護業務が行える。
ひととおり習得でき夜勤ができるまでに１０か月から１年かかる。
１年で一般的な実技能力はひととおり習得できている。
１年程度で習得でき、個人差はあるが自立して看護業務が行えるには３年かかる。
１年から３年経過すると自立して実技が行える。
２年程度でひととおり習得できる。
病棟勤務であれば習得に５年かかる。
手術室勤務であれば習得に４～５年かかる。
ひととおり習得するのに３～４年かかる。５年経つと業務上十分な戦力になる。
就業経験年数１０年以上と５～１０年では実技能力に差は無い。

経験年数1 2  3  4  5~

実
技
能
力

准看護師の実技能力獲得イメージ

病床規模別対象病院

准看護師は概ね半年から５年で実技能力を習得する

病床数 件数

20～100床 3

100～200床 ５

200～400床 ２

400～600床 ３

【出典：平成２７年１２月１４日医道審議会保健師助産師看護師分科会資料３調査結果の概要について】

２ 論点１：入学前の就業経験について
３）就業経験年数による准看護師の実技能力
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２ 論点１：入学前の就業経験について
４）准看護師の看護技術経験

目的 准看護師の経験年数と技術習得の状況を明らかにすること

対象 A法人に所属し医療機関、介護保険施設・事業所に勤務する准看護師 309名
方法 インターネットによるアンケート調査

○平均年齢51.1歳（SD＝13.0）、女性282名（91.3％）、男性16名（5.2％）、その他２名（0.6％）
○雇用形態 正規職員197名（63.8％）、非正規職員108名（35.0％）、その他４名（1.3％）
○実務経験年数 20年以上198名（64.1％）、15年以上20年未満23名（7.4％）、10年以上15年未満17名（5.5％）

7年以上10年未満21名（6.8％）、5年以上7年未満6名（1.9％）、1年以上３年未満24名（7.8％）、1年未満11名（3.6％）
○所属施設 病院227名（73.5％)、介護老人保健施設36名（11.7％）、介護老人福祉施設（特養）22名（7.1％）他

○実務経験5年以上7年未満（6名）と実務経験7年以上10年未満（21名）を看護技術71種類について、Mann-WhitneyのU検定を行い比較。

看護技術71種類すべて項目において得点に有意差は認められず、実務経験５年と７年による看護技術経験には違いは見られなかった

准看護師の基本属性准看護師の基本属性

実務経験年数５年と７年の准看護師の看護技術経験の違い実務経験年数５年と７年の准看護師の看護技術経験の違い

○看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン別表13-2看護師教育の技術項目と卒業の到達度（参考資料１参照）の13項目71種類の
技術について次のとおり得点化をし分析を行った。

０点「経験なし」、1点「経験あり10％できる」、２点「経験あり30％できる」、３点「経験あり50％できる」、
４点「経験あり70％できる」、５点「経験あり90％できる」

准看護師の看護技術の分析方法准看護師の看護技術の分析方法

出典：令和５年度 厚生労働省看護職員確保対策特別事業准看護師に係る実態調査（中間まとめ） 看護課調べ 7



２ 論点１：入学前の就業経験について
５）看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン（抜粋）

第４学生に関する事項

１入学資格の確認

（１）入学資格の確認は、次の書類を提出させることにより確実に行うこと。
ア 略
イ 看護師養成所
（ア）～（イ）略

（ウ）２年課程（通信制）にあっては、准看護師免許を取得していること及び免許を得た後７年以上業務に従事し
ていることを証明する次の書類
a 准看護師免許証の写し

b 准看護師として７年（84 か月）以上業務に従事した旨の就業証明書なお、入学願書の提出時に准看護師と
して業務に従事した期間が、７年（84か月）に満たない者は、入学時に就業証明書を提出させ、業務従事
期間を確認すること。

（エ）２年課程、２年課程（定時制）及び２年課程（通信制）の入学資格については、以下の点に留意されたいこと。
a 就業証明書とは、准看護師として業務に従事した施設の長（２以上の施設で業務に従事したときは、従事し
た施設すべての長）の発行する証明書をいうものであること。

b 准看護師として業務に従事した月数（２年課程及び２年課程（定時制）については 36 か月以上、２年課程
（通信制）については 84 か月以上であること。）の算定に当たっては、准看護師として最初に勤務した日
の属する月及び最後に勤務を終了した日の属する月は、それぞれ１か月として算定して差し支えないこと。

c ～d 略

e ２年課程（通信制）の入学生の業務従事期間を確認する際は、看護実践能力等、学生の学習準備状況を十分
に把握するために、准看護師としてのこれまでの就業形態、就業場所、就業日数・時間について総合的に確
認すること。

8



２ 論点１：入学前の就業経験について
６）現状の入学前の就業経験の確認の例

9

看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン（抜粋）
２年課程（通信制）の入学生の業務従事期間を確認する際は、看護実践能力等、学生の学習準備状況を十分に把握するために、准看護師

としてのこれまでの就業形態、就業場所、就業日数・時間について総合的に確認すること。

○○○病院
4

勤務先（施設名）

看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン（抜粋）
（略）算定に当たっては、准看護師として最初に勤務した日の属する月及び最後に勤務を終了した日の属する月は、それぞれ１か月として
算定して差し支えない。

（例１）2022年04月01日に入職し、2023年06月15日に退職した場合→１年３ヶ月（15ヶ月）
（例２）2023年10月19日に入職し、2024年03月22日に退職した場合→０年６ヶ月（６ヶ月）



３ 論点２：入学後の教育の質の担保について
１）前回改正時の教育体制の見直しの内容

○就業経験年数を短縮するにあたり、教育の質を担保する観点から体制等についても見直しを行った。

• （旧） （新）

２４日間（８領域×３日） → ３４日間（８領域×３日＋10日間）

※ 下記①～③の内容を参考に追加の面接授業を行う

① 根拠に基づいた看護を実践するための問題解決プロセスを学ぶ内容

② 対象の理解と看護実践の基礎となる技術を習得し、理論と実践を統合して学ぶ内容

③ 効果的なコミュニケーションについて学ぶ内容

面接授業日数の追加（10日間）

• （旧） （新）

７人以上 → １０人以上

専任教員の定数の増員（3人）

• ２年課程（通信制）の入学生の業務従事期間を確認する際は、看護実践能力等、学生の学習準備状況を十
分に把握するために、准看護師としてのこれまでの就業形態、就業場所、就業日数・時間について総合的

に確認すること。（「看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン」第４ 学生に関する事項）

入学生の業務従事期間確認の留意点を明示
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３ 論点２：入学後の教育の質の担保について
２）看護師養成所教員養成の現状

看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン（抜粋）
第５ 教員に関する事項
１ （３）看護師養成所の専任教員となることのできる者は、次のいずれにも該当する者であること。ただし、保健師、助産師又は看護師
として指定規則別表３の専門科目の教育内容（以下「専門領域」という。）のうちの一つの業務に３年以上従事した者で、大学において教
育に関する科目を履修して卒業したもの又は大学院において教育に関する科目を履修したものは、これにかかわらず専任教員となることが
できること。
ア 保健師、助産師又は看護師として５年以上業務に従事した者
イ 専任教員として必要な研修を修了した者又は看護師の教育に関し、これと同等以上の学識経験を有すると認められる者

専任養成講習会科目及び目標専任養成講習会科目及び目標
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12

看護師養成所２年課程（通信制）教員向け研修教材（案）看護師養成所２年課程（通信制）教員向け研修教材（案）

大項目 テーマ

通
信
制
教
育
概
論

１ 通信制教育の概論

２ 看護師学校２年課程（通信制）における教育

３ 大人の経験を活かす教育とは

看
護
通
信
制
教
育
に
特
徴
的
な
教
育
各
論

４
学生のレディネスの理解
（准看護師課程での学習内容・分析の視点）

５
「実習」の学習効果を高める面接授業の運営例
（ワークシート付）

６
見学実習実施に向けた環境作り
（見学実習を担う看護師への説明用）

７ 添削指導者マニュアル※紙媒体

出典：令和５年度 厚生労働科学特別研究事業「看護師養成所２年課程（通信制）の入学要件見直しに係る調査

研究」（研究代表者：奥裕美 聖路加国際大学 教授）

入学要件を短縮した場合に必要対策入学要件を短縮した場合に必要対策

出典：令和3年度 厚生労働行政推進調査事業費補助金地域医療基盤推進事業「看護師養成所２年課程（通信制）の

入学要件等の見直しによる影響の評価（研究代表者 奥裕美 聖路加国際大学 教授）

○看護師養成所2年課程（通信制）の教員71名が、准看護師
経験年数をさらに短縮した場合に必要な対策として、「とて
も必要」又は「まあまあ必要」と回答としたのは、「教員の
教育力向上を図る」が最も多い。

n=71

※グラフ内の数字は実人数

３ 論点２：入学後の教育の質の担保について
３）看護師養成所2年課程（通信制）教員の教育力向上
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員を増員すること

教室、図書室、IT環境など施設を充実すること

面接授業科目の単位数を増加すること

放送大学等での一定の単位取得を入学の要件にすること

入学者選抜（入試）の内容を変更すること

見学実習の実習内容を充実させること

見学実習の単位数を増加すること

見学実習の受け入れ施設を充実させること

見学ではない実習を行うこと

国家試験対策に力を入れること

教員の教育力向上を図ること

実習指導者の教育力向上を図ること

対面による授業をさらに増やすこと

対策がとても必要である 対策がまあまあ必要である 対策があまり必要ではない 対策は不要



○学生の9割以上が入学後も常勤で就労しており、就労施設は病院・診療所が約7割、
訪問看護ステーションや介護・福祉等の関係施設が約２割となっている。

就労施設の種類

就労形態

入学後の就労状況

95.3％ 4.7％

0 500 1000 1500 2000 2500
就労している 就労していない

n=2,194

96.3％ 3.7％

0 50 100 150 200 250 300 350 400

常勤 無回答
（人）

n=350

54.0 % 17.7% 

3.9% 

17.3% 
4.0% 

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600 1800
病院 診療所

訪問看護ステーション 介護・福祉等の関係施設

保健所・保健センター 保育施設・教育施設

企業・事務所・労働衛生機関 その他の施設

不明 無回答

（人）

保健所・保健センター 0.1％
保育施設・教育施設 0.6％
企業・事務所・労働衛生機関 1.3％
その他の施設 0.9％
不明 0.3％

n=1,594

（人）

出典：令和3年度 厚生労働省 看護職員確保対策特別事業 看護師等養成所の臨地実習実施に向けた取組等の実態把握調査および看護師養成２年課程（通信制）における学生調査報告書 2022（令和4）年3月 一般社団法人日本看護学校協議会

71.7％

92.9％

３ 論点２：入学後の教育の質の担保について
４）入学後の就労状況と就労施設の種類
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４ 論点に係る調査等のまとめと対応案

論点１ 入学前の就業経験について
・看護師養成所２年課程（通信制）の入学生は「働きながら学ぶことができる」ことから、通信制を選択する者が多く、

40代、実務経験10年以上の者が多く、最長期の就労場所は、病院・診療所の医療機関が最も多かった。

・就業経験５年（５年以上７年未満）と７年（７年以上10年未満）の准看護師について、看護技術71項目すべてにお
いて看護技術経験の違いに有意差は見られなかった。

・前回改定において、准看護師としてのこれまでの就業形態、就業場所、就業日数・時間について総合的に確認するこ
とが明示的に示され、各養成所において詳細な就業状況が確認されている。一方で「准看護師として業務に従事」と
されており、業務内容については示されていない。

論点２ 入学後の教育の質の担保について
・就業年限を10年から７年に見直す際に、面接授業日数の追加や専任教員定数の増員など体制強化が図られている。

・現行の専任養成講習会の内容においては、対面での教育を念頭においた内容である。全看護師養成所２年課程（通信
制）の教員は、更なる就業経験年数を短縮する場合の対策として、「教員の教育力向上」をあげた者が最も多い。

（対応案）

○入学前の就業経験年数を７年から５年に短縮するとともに、次の2点の取組を実施してはどうか。

① 看護師養成所２年課程（通信制）の教員を対象にした研修教材を全看護師養成所２年課程（通信制）に配布し
教員の教育力向上を図るとともに、研修教材の作成の意図、活用方法についてセミナーを開催する。

② 「看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン」において、「原則、病院・診療所の医療機関、訪問看護ス
テーションや介護保険施設等において、准看護師として5年以上看護業務に従事した」とし、業務内容も含む就業
経験確認のための様式を示し、5年間の就業経験年数を確認することとしてはどうか。（記載項目：勤務先、勤務
期間、月の勤務日数、1日の勤務時間、業務内容等） 14
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看護教育制度図 (概念図 )   

看護師国家試験受験資格

中学卒業

准看護師養成所・
高等学校衛生看護科
※養成所は２年、高校は３年

高等学校卒業

４年制大学

（保健師・看護師
統合カリキュラム、
助産師・看護師統
合カリキュラム等）

養成期間３年以上の
養成所・短期大学

高校・
高校専攻科
５年一貫
教育校

養成期間２年の
養成所・短大等3

年
以
上

保健師養成所･大学院･大学専攻科・短大専攻科
助産師養成所･大学院･大学専攻科/別科･短大専攻科

1年
以上

２年通信制

３年以上の
実務経験又は
高等学校等卒業者

７年以上の
実務経験

保健師・助産師国家試験受験資格

准看護師試験受験資格
（都道府県実施）

保健師・助産師・
看護師国家試験
受験資格
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平成27年国家戦略特別区域諮問会議

• 准看護師を看護師に養成するための学校・養成所の指定の要件である「通信制の課程におい

ては、免許を得た後十年以上業務に従事している准看護師であることを入学又は入所の資格

とするものであること。 」という要件を緩和し、５年又は３年以上業務に従事している准看

護師を入学の資格にできるようにする。

提案内容

• 激変緩和措置として就業経験年数を10年以上から７年以上に短縮。

審議結果

○ 平成27年国家戦略特別区域諮問会議において、通信制の入学要件緩和が提案され、規制改革事項として追加され
たことを受けて、医道審議会保健師助産師看護師分科会に諮られた。
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保健師助産師看護師学校養成所指定規則 附則 （抜粋）

(検討)

２ 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、この省令の施行後、この省令によ

る改正後の保健師助産師看護師学校養成所指定規則第四条第二項に規定す

る看護師学校養成所に入学又は入所する学生又は生徒の数の動向、今後の

看護師学校養成所の教育の内容の見直しの状況等を勘案し、同項第一号た

だし書に規定する通信制の課程における准看護師の入学又は入所の資格に

ついて、准看護師の免許を得た後五年以上業務に従事していることとする

ことを含めて検討を加え、その結果に基づいて、この省令の施行後三年を

目途に必要な見直しを行うものとする。
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看護師養成2年課程における教育の概要

７年以上の就業経験を有する准看護師は、十分な実技能力を
有していると考えられることから、通信学習や紙上事例演習、
病院見学実習及び面接授業により実践の能力の統合を図るこ
とができる。

看護師2年課程（通信制）
平成16年4月に創設

看護師2年課程（全日制・定時制）
昭和32年7月に創設

基礎分野
専門基礎分野
専門分野

52単位

16単位

約720時間
120日間

※ 1単位45時間

基礎分野
専門基礎分野
専門分野

52単位

16単位

通信学習
印刷教材による授業

放送授業

対面授業による
講義・演習

臨地における
実習

紙上事例演習
（24事例程度）

病院見学実習（16日）
面接授業（24日）＋10日

対面授業である講義と演習、病院・診療所・介護保険施設・
訪問看護ステーションなどの看護実践の場で行う臨地実習で
構成されている。

＜入学要件＞
• 免許を得た後７年以上業務に従事している准看護師

講義 講義

臨地実習
臨地実習

講義＋臨地実習
6８単位

＜入学要件＞
• 免許を得た後3年以上業務に従事している准看護師（中学校を卒

業している者）

又は
• 高等学校もしくは中等教育学校を卒業している准看護師
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